
「赤ちゃんが元気に退院して欲しい」と
いう願いが込められた院内。
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総合周産期母子医療センターの新生児部門の看護師長として、小さく生まれた新生児
（1,000ｇ以下）や疾患を持って生まれた新生児へのケアを行っている吉井さん。スタッフへ
の新生児蘇生法の技術指導や赤ちゃんの状態変化への対応指導、お母さんや赤ちゃんの
退院後のケアなど、後進の育成にも力を入れています。「言葉を発することが出来ない赤
ちゃんの表情や動き、全身から発するサインや状態変化を見逃さないことに集中していま
す。これからも頑張っている赤ちゃんを看続けていきたい」と話します。
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久留米大学病院
看護師 25年

吉井 千穂さん
よしい 　　　ちほ

 (47歳)
新生児集中ケア認定看護師


